
年度　授業計画（シラバス）

60 (2) 時間(単位)

通年

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講義

科  目  名 卒業研究Ⅱ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2023

学        科 医療総合学科 科　目　区　分 基礎分野 授業の方法

担 当 教 員 専任教員
実務経験と

その関連資格

対 象 学 年 2年次 学期及び曜時限 教室名 405、他

２年間の集大成としての卒業研究を個々人で進めていく。テーマ探しからスタートし、一連の内容をまとめて抄録を作る。パ
ワーポイントを作成の上、研究発表会にてプレゼンテーションも行う。限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式
に添って言語化して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション能力などを養う。

配布資料

先行研究の読み込みと並行して、論文でよく見られる統計学的手法について学ぶので、統計学の座学については毎回復習
して知識を定着させていくこと。

2年次は、学内選考会をまず目標とし、学科代表に選出された演題はさらに評価として加える。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

1、学内選考会及び卒業課題研究発表会における評価：70％　２、出席評価：20％　３、平常点（授業態度・レポート）10％

第
16
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成

第
18
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各コマに
おける

授業予定
テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成①

第
17
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成各コマに

おける
授業予定

テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成③

各コマに
おける

授業予定
テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成②

第
20
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

第
19
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成各コマに

おける
授業予定

テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成⑤

各コマに
おける

授業予定
テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成④

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成



参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成

第
22
回

講
義
演
習
形
式

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成各コマに

おける
授業予定

テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成⑦

各コマに
おける

授業予定
テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成⑥

第
21
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成

各コマに
おける

授業予定
テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成⑨

各コマに
おける

授業予定
テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成⑧

第
23
回

講
義
演
習
形
式

第
24
回

講
義
演
習
形
式

参考図書
先行研究論文

第
25
回

講
義
演
習
形
式

参考図書
先行研究論文

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。 各自の研究テーマに関

する論文の読み込みと
文献レビュー作成

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成

第
26
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各コマに
おける

授業予定
テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成⑩

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成各コマに

おける
授業予定

テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成⑪

第
28
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

第
27
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成各コマに

おける
授業予定

テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成⑬

各コマに
おける

授業予定
テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成⑫

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成

第
30
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

第
29
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成各コマに

おける
授業予定

テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成⑮

各コマに
おける

授業予定
テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成⑭

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成



第
40
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

研究活動⑨

第
39
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

研究活動⑧

第
38
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

研究活動⑦

第
37
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

研究活動⑥

第
36
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

研究活動⑤

第
35
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

研究活動④

第
34
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

研究活動③

第
33
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

研究計画書の修正、研究活動②

第
32
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

研究計画書の修正、研究活動①

第
31
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込みと
文献レビュー作成各コマに

おける
授業予定

テーマ・先行研究の探索、研究計画書の作成⑯



第
45
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

卒業課題研究発表会

第
44
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

卒業課題研究発表会

第
43
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

卒業課題研究発表会

第
42
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

学科内発表会

第
41
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

限られた時間の中で計画的に研究を進め、一定の形式に添って言語化
して発表するべく、発表構成能力、文章作成能力、プレゼンテーション
能力などを養う。

参考図書
先行研究論文

各自の研究テーマに関
する論文の読み込み各コマに

おける
授業予定

研究活動⑩


